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1. 各列の見出し用の行を作る  。数値データの上には三行分文字用の行があるので、最上段１を右ク
リックし、挿入を 3 回繰り返す。最上段には表の見出しを書いておこう。
2. 1 列目と 6 列目（まだ数値データはない）の見出しは、2 行分使われている。ここでは「セルの結合」
を行おう。結合したい２つのセルを選択し、右クリックで「セルの書式設定」→「配置」タブを選ぶ。
「セルを結合する」にチェックを入れ、OK を押すと、上下２つのセルが結合される。同様に、6 列目
の見出しも結合させる。2 行目の 2,3 列目と 4,5 列目も同様に結合させる。













1. 6   列目の   1946   年に相当するタブを選び、上の計算ができるよう式を書き込もう  。いまいるのが F4











1. 「グラフ　ウィザード」ボタンをクリックし、折れ線グラフを選択する  。「次へ」をクリックし、データ範囲

























こで「軸」タブの「使用する軸」を「第 2 軸（上/右側）」にし、OK を押す。すると、どの系列も増減が見
えやすくなる。この機能は便利ではあるが、どのデータがどちら（右・左）の軸を参照しているか混乱
しがちなので、注意しよう。
６．課題
1. ３，４で描いた表とグラフを印刷し、提出する。グラフのタイトルに番号、氏名を書くこと。
2. ５で描いたグラフを印刷し、提出する。番号・氏名明記のこと。
3. ５で、他の犯罪（なんでもよい）についてもプロットし、印刷して提出すること。
　　図とグラフが混在したシートの印刷には多少テクニックが必要です。「プレビュー」でうまく行っていない
場合は質問してください。
